
　はじめまして。４月から広報担当になりました宮です。
　右も左もわからないまま前任から引き継いだ４月号を何とか完成させ、この５月号からがいよい

よ編集デビューとなります。ただ、「カメラってどうやって使うんですか？」からのスタートとなったほどの初心者ですので、
長～い目で見守っていただけるとありがたいです。できるだけ、市民の皆さんの声を届けたいと考えていますので、カ
メラを持った青いジャンパーが近寄ってきたら、快く取材に応じてくださいますよう、よろしくお願いします。	 宮

　
宍
粟
市
の
中
心
街
で
あ
る
山
崎
は
、

前
月
号
に
も
あ
る
よ
う
に「
山
崎
村
」「
山

田
村
」
か
ら
発
展
し
た
町
場
と
、
鹿
沢

に
構
え
ら
れ
た
城
郭
「
山
崎
城
」
を
核

と
し
て
近
世
初
め
に
成
立
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
近
世
以
前
の
山
崎
は
、

ど
の
よ
う
な
姿
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
、「
山
崎
」
と
い
う
地
名
は
意

外
と
新
し
く
、
古
く
み
て
も
天
正
十
五

年
（
一
五
八
七
）
を
遡
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。そ
れ
以
前
の
史
料
に
は「
広
瀬
」

と
い
う
地
名
が
で
て
く
る
ば
か
り
で
す
。

　
南
北
朝
期
の
史
料
に
は
「
広
瀬
守
護

代
」「
守
護
代
広
瀬
」
な
ど
の
用
語
が
頻

出
し
、
広
瀬
が
西
播
磨
守
護
代
宇
野
氏

の
配
さ
れ
た
要
地
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
応
仁
・
文
明
の
乱
（
一
四
六
七

～
七
七
）
の
際
、
赤
松
氏
と
山
名
氏
が

合
戦
し
た
「
広
瀬
城
」
は
、
昨
年
「
官

兵
衛
の
城
」
と
し
て
注
目
を
集
め
た
篠

ノ
丸
城
を
指
す
も
の
と
み
ら
れ
、
守
護

代
所
に
付
随
し
て
地
域
支
配
を
行
う
政

庁
機
能
を
備
え
た
城
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
五
月
、
羽

柴
秀
吉
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
宇
野
祐す

け
き
よ清

は
滅
亡
、
播
磨
の
中
世
は
終
焉
を
迎
え

ま
す
。
宇
野
氏
最
後
の
拠
点
と
な
っ
た

長
水
城
の
大
手
居
館
（
宇
野
構
）
は
、

現
在
の
伊
水
小
学
校
の
場
所
に
あ
り
、

近
年
の
発
掘
調
査
で
堂
々
た
る
石
垣
の

基
部
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
石
垣
、
す
わ
宇
野
氏
時
代
の
遺

構
か
、
と
の
期
待
が
持
た
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
調
査
の
結
果
、
実
際
は
も
う

少
し
後
の
時
代
の
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、宇
野
氏
滅
亡
後
も
、長
水
城（
宇

野
構
）
は
宍
粟
郡
支
配
の
拠
点
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
立
派
な
石
垣
を
築
い
た
の
は
、
秀
吉

の
腹
心
神み

こ

だ

子
田
半
左
衛
門
、
そ
れ
と
も

黒
田
官
兵
衛
で
し
ょ
う
か
、
興
味
の
尽

き
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
し
長
水
城

は
、
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
古

い
城
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
や
は
り

山
崎
（
広
瀬
）
の
中
心
部
に
築
か
れ
た

篠
ノ
丸
城
が
、
よ
り
長
い
期
間
、
地
域

社
会
の
中
で
公
的
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
　

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
山
崎
の

地
に
近
世
の
町
場
が
成
立
す
る
の
は
、

山
崎
の
持
つ
地
勢
学
・
地
形
学
上
の
特

質
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
起
こ
り

は
中
世
に
き
ざ
し
が
見
え
始
め
る
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
宍
粟
市
歴
史
資
料
館
）

▲河東愛宕山から見た山崎の町並み（昭和30年代ごろ）

▲長水城宇野構居館跡
（現在石垣は埋め戻されて見ることはできません）

編 集 後 記

宍
粟
藩
立
藩
四
〇
〇
年
②

「
近
世
山
崎
町ま
ち

成
立
へ
の
道
程
」

〜 

第
24
回 

〜

宍
粟  

歴
史 

再
発
見
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